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(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取り組み状況 

 

本学医学部における入学定員増を継続するにあたり，その入学定員の学生の確保の見通

しは以下のとおりである。 

 

ア 学科等を設置する大学等の現状把握・分析 

本学医学部は創立から１５０年近い歴史があり，その間，医学・医療の推進に大きく貢献

し，多くの優れた医師，世界に伍する研究を推進する医学研究者を輩出してきている。 

また，全学の「千葉大学グローバル人材育成”ENGINE”」と連携し，よりグローバルに活

躍する人材の育成が期待されている。 

さらには『文部科学省 研究拠点形成費等補助金「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点

形成事業」』（令和４～令和 10年度）に採択されており，地域医療を担う医師の育成も期待

されている。 

 

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

本邦では全国的に高齢化が急速に進行し，超高齢社会となっている。千葉県においても同

様であり，高齢者人口が増加し，かつ年少人口，生産年齢人口が減少傾向になると推計され

ている。さらには医師偏在指標から全国の指標と比較し，千葉県が医療過疎地域であること

が分かる。 

上述のとおり，千葉県における超高齢社会に対応した地域医療を担う医師の育成は急務

であり，県内唯一の国立大学医学部である本学部の役割は大きく，地域医療を担う医師の育

成が期待されている。 

 

ウ 新設学科等の趣旨目的，教育内容，定員設定等 

前述の「学科等を設置する大学等の現状把握・分析」及び「地域・社会的動向等の現状把

握・分析」のとおり，本学に期待される研究者の養成および地域医療を担う医師の養成を実

現すべく，一般枠カリキュラムと別に研究医枠カリキュラム，地域枠カリキュラムを設定し， 

科学的探究能力の育成あるいは地域医療に関する幅広い診療能力の育成を可能としている。 

 また，令和５年８月８日付け５文科高第６６９号「地域の医師確保等の観点からの令和６

年度医学部入学定員の増加について（通知）」に基づき，昨年度と同数の入学定員の増加を

希望する。 

なお，学生納付金は，国立大学等の授業料その他の費用に関する省令に基づき，本学が定

める国立大学法人千葉大学における授業料その他の費用に関する規程に従って設定する。 
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エ 学生確保の見通し 

Ａ 学生確保の見通しの調査結果 

地域枠については，別枠入試開始後の過去３年間における入学志願者数，受験者数，合格

者数，入学者数及び定員充足率の推移は，【資料１】に示したとおりであり，一定の入学志

願者数を確保している。令和５年度の地域枠の入学志願者数は入学者数の約 2.7倍であり，

今後も同様に一定数の入学志願者を確保できると考えられる。 

研究医枠については，全学生を１年次前期から研究室に配属させ，研究の知識，技術，倫

理観を経験する「スカラーシップ・ベーシックプログラム」を半年間受講したうえで，手上

げ式により募集をしている。また，【資料１】に示したとおり，研究医枠２名のほか「スカ

ラーシップ・アドバンスト特別コース」に毎年２名以上の履修希望者がおり，今後も引き続

き研究医枠の定員を超えて，研究医養成が可能であると考えられる。  

 

Ｂ 新設学部等の分野の動向 

 同じ首都圏に所在する東京医科歯科大学医学部医学科の一般選抜の実施状況等は以下の

とおりであり，安定した志願者数が確保できており，本学部においても定員充足を見込むこ

とができると考えられる。 

  募集 志願者 受験者 合格者 入学者 

令和５年度 
前期 ６９ ３０８ ２７１ ７８ ７０ 

後期 １０ ２０４ ２１ １３ １０ 

令和４年度 
前期 ７９ ３０３ ２８３ １０１ ８２ 

後期 １０ １６８ ２６ １１ １０ 

令和３年度 
前期 ７９ ３１６ ２９７ ９０ ８３ 

後期 １０ １５０ ３１ １０ １０ 

（出典：東京医科歯科大学 HP） 

Ｃ 中長期的な 18歳人口の全国的，地域的動向等 

本学部の入学志願者の主たる出身地は【資料２】のとおり，千葉県ならびに東京都であり，

この２都県が全体の約３分の２を占めている。この２都県の 18歳人口の推移の減少率は【資

料３】のとおり，全国平均よりも低いため，今後の入学志願者数に与える影響は少ないもの

と考えられる。 

 

Ｄ 競合校の状況 

 同じ首都圏に所在する東京医科歯科大学の一般選抜の志願者数は前述のとおりである。

また，本学と同様に地域枠を一般選抜（前期日程）で募集している大学，例えば弘前大学医

学部医学科の志願者数等は以下のとおりとなる。弘前大学においても，多くの志願者がおり，

地域を問わず，全国的な需要を確認することができる。 
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  募集 志願者 受験者 合格者 入学者 

令和５年度 
一般枠 ５０ ３３８  ２９４ ５１ ５０ 

地域枠 ２０ １４４ １０２ ２０ ２０ 

令和４年度 
一般枠 ５０ ２５３  ２１６ ５０ ５０ 

地域枠 ２０ １１９ ８９ ２０ ２０ 

令和３年度 
一般枠 ５０ １６８ １５２ ５３ ４９ 

地域枠 １５ ９６ ６２ １６ １５ 

（出典：弘前大学 HP） 

 

Ｅ 既設学部等の学生確保の状況 

本学は，一般選抜の志願者数が令和５年度入試まで８年連続で国立大学１位となってお

り，医学部においても，志願者数は安定して高いレベルにある。 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

 本学部は学生確保に向けて入試関連業者，高等学校等と連携しながら，高校生やその保護

者，高等学校教員等に，本学部の教育改革の成果である新カリキュラムの特長を理解しても

らうための広報を積極的に行っている。 

 具体的には，本学部の養成する人材像やカリキュラムの特長を紹介すべく，速やかにホー

ムページを修訂するほか，上記のようなポイントを網羅したパンフレットを作成し，高等学

校等に配布する。 

 また，大学説明会や進学相談会等の機会を利用して本学部の広報を行うことはもちろん

のことながら，学部独自に高等学校の進路指導担当教諭，高校生等に向けた模擬講義を含む

説明会等を企画している。令和４年度から本学医学部見学セミナーを開催し，令和５年度も

約 50名の医学部志望の高校生が参加した。開催後の実施アンケートから，医学部への進学

希望がより一層強くなったとの意見が多数あり，学生確保に繋がる広報活動となった。来年

度以降も引き続き，このような取り組みを行っていく。 

 

(2) 人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 前述のとおり，本邦では全国的に高齢化が急速に進行し，超高齢社会となっている。千葉

県においても同様であり，高齢者人口が増加し，かつ年少人口，生産年齢人口が減少傾向に

なると推計されている【資料４】。千葉県における超高齢社会に対応した地域医療を担う医

師の育成は急務であり，県内唯一の国立大学医学部である本学部の役割は大きい。 

 本学は，急速に進展する高齢化等に伴う医療課題の解決に貢献し，国内外の医学・医療の

発展を強力に推進するための事業である『文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事

業「未来医療を担う治療学 CHIBA 人材養成」』（平成 25～平成 30年度）における２つのテー
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マ（Ａ：メディカル・イノベーション推進人材の養成，Ｂ：リサーチマインドを持った総合

診療医の養成）のいずれにも採択された。また，地域医療を実践できる人材育成のための『文

部科学省 研究拠点形成費等補助金 「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」』

（令和４～令和 10年度）にも採択された。これらの取り組みを本学部の教育課程にも活か

し，地域医療を担う医師の育成を目指す。 

 一方で，本邦での医学研究をはじめとする科学研究は，世界での競争力を急激に失いつつ

ある。この状況を打開する目的で，わが国では将来医学研究者になることを目指す医学部生

に医学研究の学修環境を整えることを目的とした研究医制度が発足された。これを受けて，

これまで長きに渡り医学研究者を輩出してきた本学でも，平成 25年度から医学部に研究医

枠学生を配置し，様々な取り組みを通じて研究医の養成を推進してきた。具体的には平成 25

年度から，「スカラーシップ・アドバンスト特別コース」を開始し，研究医枠学生に奨学金

を給付することで，学部生が最新の医学研究に接する環境を整備した。 

同時に平成 22年度には，山梨大学，群馬大学，東京大学と共に「関東四大学研究医養成

コンソーシアム」を設立し，大学間の連携を図りながら研究医の育成に努めてきた。同コン

ソーシアムはその後，参加大学が増加し，令和元年度には「東日本研究医養成コンソーシア

ム」と名称を変更し，成長・発展を遂げており，令和５年度以後も研究医制度に基づいて同

様の取り組みを継続・発展させ，優秀な研究医を数多く社会に輩出することを目指す。 

② 上記①が社会的･地域的な人材需要動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

令和 2 年 8 月 31 日第 35 回医師需給分科会の医師偏在指標【資料５】によると，全国の

医師偏在指標が 239.8 のところ，千葉県の指標は 197.3 となっており，これは，千葉県が全

国で 38 番目の医療過疎地域であることを示している。医師偏在指標が最も高い東京都

（332.8）とは，1.69 倍の差がある。 
また，ハイインパクトな国際科学雑誌への国別採択論文数の年次推移をみると，中国が大

きく進展し，欧米諸国をはじめとする多くの科学先進国はほぼ横ばいであるのに対し，日本

だけは急速な衰退を示しており，わが国の研究力の衰退は明らかである【資料６】。特に，

これまで人類の医学研究に大きく貢献してきた医学研究推進の基盤となるべき本邦の基礎

医学研究の現状は，大学進学者における基礎医学講座への医学部出身者数は急速に減少し

ており，研究離れによる医学教育及び研究推進が極めて困難な状況に陥っていることが伺

える。 
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者
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京
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１
8
歳

人
口

の
推

移

出
典

：
リ
ク
ル

ー
ト
進

学
総

研
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ポ
ー
ト

Vo
l9

8
20

22
年

6月
号

デ
ー
タ
元

：
文

部
科

学
省

「
学

校
基
本
調
査
」

（
資
料
３
）
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第
２

章
 

現
状

と
課

題

8 

将
来
人
口

推
計

○
我
が
国
で
は
人
口
減
少
社
会
の

到
来
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
増
加
を
続
け
て
き
た
千

葉
県
の
人
口
も
、
２
０
１
２
年
か

ら
２
年
連
続
で
減
少
し
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
増
加

に
転
じ
た
も
の
の
、
本
県
の
将
来

推
計
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
と
、
２
０
１
５
年
の
６
２
２
万

３
千
人
を
境
に
緩
や
か
な
減
少
を
続
け
、
２
０
２
５
年
に

は
６
１
１
万
８
千
人
、
２
０
４
０

年
に
は
５
６
４
万
６
千
人
、
２
０
４
５
年
に
は
５
４
６
万

３
千
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
図
２
）

○
 

人
口

構
造

に
つ

い
て

も
、

年
少

人
口

（
１

４
歳

以
下

）
や

生
産

年
齢

人
口

（
１

５
歳

～
 

６
４

歳
）

が
減

少
す

る
一

方
で

高
齢

者
人

口
は

増
加

を
続

け
、

２
０

２
５

年
に

は
 

１
７
９
万
１
千
人
（
高
齢
化
率

＊
２
９
．
３
％
）
、
「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
」
が
６
５
歳
以
上

と
な
る
２
０
４
０
年
に
は
１
９
７

万
３
千
人
（
高
齢
化
率
３
５
．
０
％
）
に
な
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
（
図
２
）

千
葉
県
の
人
口
及
び
年
齢
区
分
別
の
構
成
比
の
推
移

※
平
成

27
年
（

20
15

年
）
ま

で
は

総
務
省
統

計
局
「

国
勢
調

査
」
、

20
20

年
以
降
は

国
立
社

会
保
障
・

人

口
問
題

研
究

所
「

日
本

の
地

域
別

将
来

推
計
人
口

（
2 0

18
年

3
月

推
計

）」
を
も
と

に
作
成
し

た
。
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65
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75
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85

19
95

20
05

20
15

20
25

20
35

20
40

20
45

年
少

人
口
（

0～
14

歳
）

生
産

年
齢

人
口

（
15

～
64

歳
）

高
齢

者
人

口
（

65
歳

～
75

歳
）

高
齢

者
人
口
（

75
歳
以
上
）

不
詳

年
少

人
口
構
成
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年
齢
人

口
構
成

比
高

齢
者

人
口

構
成
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（
高
齢

化
率
）

（
千
人
）
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令和2年8月31日第35回医師需給分科会 参考資料3抜粋

（資料５）
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※以下は医師需給分科会資料を基に『医師偏在指標』順にソートし、グラフ化したもの

順位 都道府県 医師偏在指標 順位 都道府県 医師偏在指標 順位 都道府県 医師偏在指標
全国 239.8 16位 滋賀県 244.8 32位 栃木県 215.3

1位 東京都 332.8 17位 兵庫県 244.4 33位 三重県 211.2
2位 京都府 314.4 18位 大分県 242.8 34位 群馬県 210.9
3位 福岡県 300.1 19位 奈良県 242.3 35位 宮崎県 210.4
4位 岡山県 283.2 20位 広島県 241.4 36位 岐阜県 206.6
5位 沖縄県 276.0 21位 島根県 238.7 37位 長野県 202.5
6位 大阪府 275.2 22位 宮城県 234.9 38位 千葉県 197.3
7位 石川県 272.2 23位 鹿児島県 234.1 39位 静岡県 194.5
8位 徳島県 272.2 24位 福井県 233.7 40位 山形県 191.8
9位 長崎県 263.7 25位 愛媛県 233.1 41位 秋田県 186.3
10位 和歌山県 260.3 26位 神奈川県 230.9 42位 茨城県 180.3
11位 佐賀県 259.7 27位 山梨県 224.9 43位 福島県 179.5
12位 高知県 256.4 28位 愛知県 224.9 44位 埼玉県 177.1
13位 鳥取県 256.0 29位 北海道 224.7 45位 青森県 173.6
14位 熊本県 255.5 30位 富山県 220.9 46位 岩手県 172.7
15位 香川県 251.9 31位 山口県 216.2 47位 新潟県 172.7

0

50

100

150

200

250

300

350

全
国

１
位

東
京

都
２

位
京

都
府

３
位

福
岡

県
４

位
岡

山
県

５
位

沖
縄

県
６

位
大

阪
府

７
位

石
川

県
８

位
徳

島
県

９
位

長
崎

県
１

０
位

和
歌

山
県

１
１

位
佐

賀
県

１
２

位
高

知
県

１
３

位
鳥

取
県

１
４

位
熊

本
県

１
５

位
香

川
県

１
６

位
滋

賀
県

１
７

位
兵

庫
県

１
８

位
大

分
県

１
９

位
奈

良
県

２
０

位
広

島
県

２
１

位
島

根
県

２
２

位
宮

城
県

２
３

位
鹿

児
島

県
２

４
位

福
井

県
２

５
位

愛
媛

県
２

６
位

神
奈

川
県

２
７

位
山

梨
県

２
８

位
愛

知
県

２
９

位
北

海
道

３
０

位
富

山
県

３
１

位
山

口
県

３
２

位
栃

木
県

３
３

位
三

重
県

３
４

位
群

馬
県

３
５

位
宮

崎
県

３
６

位
岐

阜
県

３
７

位
長

野
県

３
８

位
千

葉
県

３
９

位
静

岡
県

４
０

位
山

形
県

４
１

位
秋

田
県

４
２

位
茨

城
県

４
３

位
福

島
県

４
４

位
埼

玉
県

４
５

位
青

森
県

４
６

位
岩

手
県

４
７

位
新

潟
県

医師偏在指標

■医師偏在指標が上位33.3%以上の三次医療圏 ■医師偏在指標が下位33.3%以上、上位33.3%未満の三次医療圏
■医師偏在指標が下位33.3%未満の三次医療圏
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